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新潟県の上部鮮新統八王子累層より産出した十脚甲殻類化石

作本達也＊ ・栗田義隆*＊

1 ． はじめに

新潟県柏崎市東方の八石山地に分布する上部鮮新統

八王子累層からアナジャコ下目スナモグリ科の-卜脚甲

殻類化石1種が産出した．

これまで新潟県内から発見された鮮新世の十脚甲殻

類化石は，栗田（1986）によって中魚沼郡川西町およ

EM､千谷市の魚沼累層からChalybdiSsp.,MIIc叩艸加S
sp･が報告され，最近では南魚沼郡塩沢町の四十日累

層からScy"aspが報告されている（栗田, 1997) . こ

のように，県内における鮮新統産の-|-脚甲殻類化石の

記録は少なく， また今回のようなスナモグリ科の産出

ははじめてである．

小論では八王子累層産の十脚甲殻類化石について記

載をおこない， 日本列島の十脚甲殻類化石相の研究を

すすめていくうえでの一資料とする

なお，小論で検討した標本は，瑞浪市化石博物館に

保管される（標本番号:MFM142300-MFM142303) .

2．地質解説

新潟県柏崎市周辺には鮮新世一更新世の地層が背斜
lユどだいも

購造を呈して分布しておIﾂ，下位より程平累層，八石

山累層，八王子累層，魚沼累層の順に整合で重なって

いる（安井ほか, 1983;小林ほか, 1995) .

小論で報告する化石を産した八王子累層は，安井ほ

か(1983)によって命名された海成層であり，砂質シ

ルト岩,砂岩シルト岩互層を主体とした岩相を呈する．

八王子累層の年代は，有孔虫化石は西山階を示唆す

るとしている（小林ほか， 1989)． また，八王子累層

は米山周辺に分布する阿相島累層に対比されており

(小林ほか， 1989)，阿相島累層に狭在する凝灰岩層か

ら3.24および2.91Maのフイツシヨントラツク年代値が

測定されている（村松, 1988) . これらのことから，

八王子累層は後期鮮新世に相当すると考えられている

(小林ほか, 1989) .

本累層から産出する海生大型化石には，大桑一万願

寺動物群に属する軟体動物化石が知られている(安井，

1988)最近ではIsidaandKurita(1998)によ'ツクモヒト

デ化石のOpﾉ血I籾saI窓"sa"jLiitkenが報告されている．

Fig. 1 :Mapshowingthefossil locality(B: the topographicmapispartofthel:25,000scalemapsheet ''Tsukanoyamal'
publishedbytheGeographicaISuIveyinstituteofJapan)
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他に遠位部には小孔が散在する．腕節の長／幅比は

1.05,遠位縁（掌節との関節部）はわずかに近位方向

へ傾く．背縁は遠近位方向に直線的に伸び，微少な鋸

歯を備える．腹縁は切縁状となり，近位端から1/4

の部分までは緩やかに湾曲，残り3／4は水平に伸び

る．外側面は強く膨出する．長節背縁には微少な鋸歯

が密に列生する．各鋸歯は先端が丸みを帯び，外側方

向を向く．

比較：本標本の特徴は，現生種の7yypaeajaponica

(Ortma,'n,1891),後期鮮新世の0Neoca"iChirus' sp.に

類似している．

乃ypaeajaponica (Ortmann)は指節に多くの個体変

異が認められることが知られており (Sakai, 1969),

本標本と同様に指節先端が鉤状になり，咬合縁に鋸歯

を列生する場合がある． また，本標本のl)不動指内

側面にはl稜線が縦走する， 2）掌節背縁は緩やかに

遠位方向へ傾斜し，腹縁は鋸歯縁となる， 3）腕節背

縁は鋸歯を備える， 4）長節背縁は鋸歯縁となる，以

上の特徴は正japOnica (Ortmann)に類似している．
しかしながら, a)掌節背縁は切縁となる, b)腕節

背縁は遠近位方向に直線的に伸張し，近位部は内側に

湾曲しない, c)長節背縁の鋸歯は密に並び外側を向

く特徴は正､"ponica (Ortmann) と異なっている．
GNeoca"/chims'sp.は詳細な記載はなされていない

が，柄沢(1997)によって沖縄県久米島の下部鮮新統

真謝累層から指節および掌節の産出が報告されてい

る．本標本は, 1)指節遠位端は鉤状となる, 2)不

動指および掌節の腹縁は鋸歯を列生する， 3）掌節腹

縁は腹側方向からみて直線的に伸張する，以上の特徴

$N'sp.に類似する． しかしながら, a)指節は長い，

b)可動指咬合縁は鋸歯縁が列生する特徴は4N.'

sp.と異なる．

以上のように本標本は乃ソpaeajapo"jca (Ortmann、

1891)およびGNeocaﾉ"chims' sp.の両種に類似してい

るものの，異なった特徴もみとめられる．本標本は保

存部位が一部であるため， より詳細な比較が困難であ

る． したがって，小論においては正確な分類学的位置

を明らかにするにはいたらない.少なくとも本標本は，

スナモグリ科(CallinassidaeDana, 1852)に所属する

ものと考えられるが， より低次の分類学的位置を明ら

かにするには， さらに保存状態の良い標本が必要であ

る．一般的にはアナジヤコ下目の化石は，胸脚の産出

がほとんどであり，体部が保存されていることは稀で

ある．胸脚のみの場合おいても，左右の第1胸脚が保

存された標本を検討の後，分類学的位置を判断するの

が望ましいと考える．

以上のことから，小論では本標本をCallianassidae

subfam.gell.eisp.mdet.(スナモグリ科属種不明種)とする．

3．化石産地および産状
にLながとり

小論で報告する化石は，新潟県柏崎市西長鳥のJR信

越線長鳥駅から南東へ約1.5kmに位置する塚山峠の露

頭より産出した(Fig. 1).露頭は塚山峠の道路わきに

露出し，細粒砂岩層が狭在した灰白色の塊状シルト岩

がみられる．そして，十脚甲殻類化石はこの塊状シル

ト岩中に散在的に含まれていた．産出した十脚甲殻類

化石は，殻が良く保存されており，ほとんどが第1胸

脚の節の一部である．

本産地からは十脚甲殻類化石とともに，軟体動物化

石のTUrire"asais加enSisYokoyamaが多く産出した．

また，同産地からはIsidaandKurita (1998)がクモヒ

トデ化石を報告しており， クモヒトデ化石とともに23

種類の軟体動物化石が共産したと報じている．

十脚甲殻類化石について

Infi･aorderThalassinideaLatieille, 1831

SuperfamilyCallianassoideaDana, 1852

FamilyCallianassidaeDana, 1852

Callianassidaesubfam.gen.ersp. indet.

スナモグリ科属種不明種

(P1. 1 ;Figs. 1-4)

4

標本：左第1胸脚不動指・掌節M3M142300) ;左

第1胸脚可動指・不動指・掌節(MFM142301) ;右

第1胸脚腕節(MFM142302) ;左第1胸脚長節

(MFM142303)

産地：新潟県柏崎市西長鳥JR長鳥駅より南東へ約

1.5kmの塚山峠近傍(Fig. 1) .

記載：可動指は長く，近位部はI幅広く，遠位部は下

方へ強く湾曲する．咬合縁は微小な鋸歯縁をもち，遠

位ほど細かい．背縁には6小孔が開く．外側面上部に

は3小孔が開く．内側面下部には3小孔が開く．不動

指は可動指よりもわずかに短く，細く水平に伸張する．

遠位部は上方へ強く湾曲する咬合縁は微少な鋸歯縁

によって密に縁取られ，各鋸歯はほぼ同大．腹縁は微

少な突起により縁どられる.各突起は遠位方向に傾く．

外側面には突起列に沿って小孔列が並び，腹縁遠位部

には短い溝が縦走する．外側面上部には3小孔，下部

には2小孔が開く．内側面中央は遠近位方向に弱く隆

起し，その近位端には3類粒が並ぶ．掌節外形は不動

指に比べわずかに長く，遠近位方向に長い方形を呈す

る．背縁は切縁を形成し，近位方向へ緩やかに傾斜す

る背縁の遠位端には微少な3頼粒が並ぶ．腹縁はほ

ぼ水平に伸び，微少な突起によって縁どられる．掌節

横断面は楕円形を呈し，外側面側が強く膨出する．内

側面は背縁に沿って小孔が並ぶ．内側面上部に2列，

下部に2列，遠近位方向に小孔列がみられ， これらの
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5．十脚甲殻類化石の産出の意義

本標本は属以下の分類学的位置は明らかにならなか

ったものの，新潟県内の鮮新統からはじめて産出した

スナモグリ科の十脚甲殻類化石である．

さらに日本列島に分布する鮮新統からは，これまで

にlNeocaﾉ"ChiIIJs'sp.,EIIca//iaxm"zakie"siSKalasaWa,

1993の2種のみが知られており，前者は沖縄県久米島

の下部鮮新統真謝累層（柄沢, 1997),後者は宮崎県

の宮崎層群妻累層・高鍋累層および静岡県の下部鮮新

統掛川層群満水累層より産出が知られている(KaraSawa,

1993)． このことから，本邦における鮮新世のスナモ

グリ科化石に関する資料は乏しいといえる．そして，

小論の十脚甲殻類化石は，上記の記録に続くものとし

て数えられる．

小論の産地からは，継続的な採集によっては保存良

好な標本の産出が期待できる．早期に分類学的位置を

明らかにし，今後の研究のためのより詳細な資料とし

たい．
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Fi9.1Callianassidaesubfamgen.ersp. indet..MFM142300,PropodusofmJorcheliped(leftlstpereopod),a, lateral;b,ventral;c,mesialview

Rg.2.Callianassidaesubfamgen.eisp. indet..MFM142301,Propodusofmajorcheliped(leftlstpereopod)､a, lateral;b,dorsal;c,mesialview.

R9.3.Callianassidaesubiamgeneisp. indet…MFM142302,CarpusofmJorcheliped(rightlstpereopod),a,lateralview.
Rg.4.Callianassidaesubfamgen.etsp･ indet..MFM142303,Merusofmajorcheliped(rightlstpereopod),a,lateraiview.
Scalebarsequallcm.SpecimensoiFigures.1,2coatedwithammoniumchloridesublimate.
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